
















































































































































































































































































































































































【1】性　別； （a）男性   （b）女性
【2】年　齢； （a）10 代  （b）20 ～ 30 代  （c）
40 代～ 50 代  （d）60 代以上































【2】年　齢； （a）10 代  （b）20 ～ 30 代  （c）
40 代～ 50 代  （d）60 代以上
（a）5（7％），（b）42（64％），（c）16（24
％），（d）3（5％）












































































































































































































































































































12 号線沿いに 24 時間営業の中継点・案
内所としての『たまり場の［港］「ハー
バー」』をつくる。⇒つまり，停まりた
いなと思うところを設ける。
▶　名所の案内板を設置する。
▶　名物の提供，特産品の販売もする。
次に学生の要望を自由に出してもらった。
●　夜行って何かできるところほしい。≪ス
ポット≫例えば，恋愛成就の山の頂上
に「幸せの椅子」など。
●　Facebook，ツィッターの公式アカウン
トをつくり，美唄のおすすめを定期配
信する。画像を道の駅にもっていけば
ソフトクリームを 1 個プレゼントなど。
●　思い出をもって帰れる何か・お土産・行
った記念になるもの；小樽の北一ガラ
スのモノのような。マミィちゃんのマ
スコット人形。
●　ツーリング途中で寄れるところ。
●　24 時間やっているたまり場；そこに行
けばおいしいものを食べれてお土産を
買えて，どうやって名所に行けるか行
き方がわかるところ。
●　こういう行動をとれば楽しい思い出がつ
くれる；「幸せの椅子」とか「愛の鍵」
的なしかけ。
3.6．アイディア（ストーリー）を絞り込む
マーケティングにとって意味のある情報を
得るためには，まず自分自身でしっかりと問
題は何かを考えてみる必要がある。
その問題に対する自分なりの回答や予想
を，仮説を組み立て検証し，仮説と検証を繰
り返すことによって知識と知恵が蓄えられ顧
客理解と的確なマーケティング行動へつなが
る。
ここでは，美唄にとってどういう仮説・ス
トーリーが立てられるかを考える必要があ
る。例えば，札幌から12号線を小1時間ドラ
イブして，旭川に向かう途中，昼時になった
ので，どこかで立ち寄り，何かおいしいもの
が食べたい。ゆっくりトイレタイムもした
い。そこで「道の駅」が美唄にあってもよい
な，というストーリーが考えられる。
そして他にも美唄の資源として，12号線と
いう札幌からの通行量が多い道路があること
（交通量調査データ確認），{やきとり+そば
+とりめし}という食の名物があること，東明
公園という日本最北のソメイヨシノの咲く公
園があること，などをもとにしたストーリー
が考えられる。
次にこれまで挙げられたストーリーを集約
してまとめる。
ストーリー①
札幌の20 ～ 30代のカップルが，祭りを見に
美唄へ⇒会場でとりめし大食いコンテスト・
美人コンテスト（「美しい唄」コンテストの
ほうが良いかも）などのイベントに参加・見
学⇒ノンアルコールのフルーツビール・名
産品を飲み食い⇒クルマで帰る（泊まる場
合はビールを飲める）。
ストーリー②
アルテピアッツァ・東明公園・宮島沼といっ
た名所で嵐やEXILEなどの有名タレント・
ゆるキャラ・仮面ライダーのＣＭ撮影⇒CM
を見て，聖地巡礼に来るファンの観光客が
増える⇒ドライブインで軽食をとり，名産品
を買って⇒クルマで帰る。
⇒一泊してJRで帰る。
ストーリー③
夜に美唄でビアガーデンが開かれる⇒札幌
方面からドライブをしてスタンド（道の駅）
に入り，軽食（美唄やきとり・焼きそば，と
りめし）を食べて，夜になったら夜景を見
に行って，その後，ビアガーデンに行きビー
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ル（フルーツ・ノンアルコール）を飲み，や
きとりを食べ，クルマで帰る。ビアガーデン
のなかにとりめし大食いコンテストとか美人
コンテストとかがある。ゆるキャラもいつつ
…。もし，宿泊するなら2日目にロッククラ
イミングをした後，アスパラ羊（焼肉）を食
べて，クルマで帰る。
3.7．札幌から見た美唄
▶　クルマでちょっとドライブに行くとこ
ろ。気軽に停まって一息つけるところ
があるとよい。通行するクルマに開か
れた街，停めやすい街にしてほしいの
ではないかと思う（日産リーフのよう
な EV= 電気自動車のための充電スタン
ドもあるとよい）。
▶　名物をどこで食べたり手に入れたりでき
るかわからない。わかりやすく，12 号
線のそばに車が止まって，手軽にそれ
らを手に入れることができればよい。
▶　札幌からクルマで来る場合，アルコール
は飲めないから，名物のフルーツビー
ルもノンアルコールのがあればよい。
つまり要素は，「祭り」，「名所」，「名物」，
「クルマ」であり，そこから道の駅・ノンア
ルコールビール・充電スタンドなどが連想さ
れたのである。
学生たちにとって，美唄に行くことは，ク
ルマが前提である。それに何か面白いものが
あれば行ってみたいという感じである。例え
ば，美唄ハーフマラソンがあれば，それにゆ
るキャラのマミィが出場するとかである。学
生は，12号線に開かれた「たまり場」スポッ
トを期待しているのである。
4．まとめ：複数の美唄のコミュニ
ティ・ビジネス案
①　美唄―富良野線沿いに道の駅案
②　12 号線沿いにたまり場「美唄ハーバー」
案
③　イベント・キャラクター活用案（12 号
線沿いにマミィを立たせる，「美しい唄
コンテスト」，マミィ参加の美唄ハーフ
マラソンほか）
④　名所・景色で CM 撮影案
⑤　若い夫婦移住・定年後移住案
⑥　駅―自転車活用観光案
⑦　行動派路線―魚釣り・ウォーキング・ク
ライミング案
⑧　メディア活用路線；Facebook・ツィッ
ター活用の広報案
その他まだ考えられるが，それは後の議論
に残すことにする。
おわりに
ここまで美唄市を考察対象として，コミュ
ニティ・ビジネスを，たんに地元の資源から
のみ考えるのではなく，マーケティング戦略
の視点から，顧客の創造の視点からターゲッ
トとなりうる市場を想定してマーケット・リ
サーチの側面を加味した戦略策定手順にそっ
て考察してきた。
戦略的意思決定の特性上，コミュニティ・
ビジネスの策定も，きわめて大きな漠然とし
た問題を徐々に段階的に絞り込んで洗練化さ
せていく過程が必要である。本稿では，その
過程を，資源マップの作成→アンケート調査
→ストーリーの創造という3ステップで考察
してきた。
それでもなお，本稿では，複数の戦略ス
トーリーの列挙に留め，決して一つの案に絞
り込むことはしていない。なぜなら戦略的意
思決定は，最終的には，決定の実行にリスク
と責任を負う企業家によって直観的・主観的
になされる性質のものだからである。例えば
「フラノマルシェ」は「こんなふうに，人々
が集う『たまり場』を作りたかった」と話す
『ふらの街づくり会社』の西本伸顕社長の企
業家的リーダーシップがあって実現したので
ある。美唄市においてもどのようなストー
リーがコミュニティ・ビジネスとして具体化
するかは，そうした企業家的リーダーシップ
をとる人物あるいは集団にかかっているので
ある。
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